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浅原園長ごあいさつ

あおぞら園では言語聴覚士、作業療法士、公認心理師の 3 名のセラピストがそれぞれの専門的な立場から支援に

携わらせていただいています。言語聴覚士は食べることにかかわる身体機能の発達や、コミュニケーション・言葉

の発達などに関すること、作業療法士は姿勢の保持や遊びの中での全身運動、服や靴の着脱、またお箸や文房具の

ような道具を使うなど身の回りのことを含めた手指の動作、さらにお子様の感覚の特徴に配慮した生活しやすい環

境の提案もしていきます。公認心理師は、考えたり判断したりするような知的発達に関することや、社会的なやり

とり、情緒や将来の人格形成につながっていく心を育てていくことをめざします。こうしたセラピストたちとクラ

ス担任が相互に連携をとりながら、お子様に個別に働きかけたり、

集団の環境の中でアプローチしていきます。

一方であおぞら園は集団療育を行う場ですので、クラス職員やお

友だちとの毎日のさまざまな活動等を経験しながら、社会的なかか

わりを通して一人ひとりのお子様の成長を育んでいくことを大切に

しています。お子様がご家族や周りの人との関係からたくさんのこ

とを感じながら成長していけるように、多職種が全員で支援にあた

らせていただきます。（副施設長・公認心理士：吉川）

あおぞら園では、4 月より新しく 12 名のお子様をお迎えし、新年度をスタートします。新しい環境での生活とな

るため、不安を感じるお子様もいらっしゃると思います。まずは、お子様が「あおぞら園に行きたい」と思えるよ

うに、好きな遊びを一緒にしたり、「楽しい」と感じられることをたくさん用意したいと思います。保護者の方々

もお子様がどのように過ごしているのかなど、ご質問があれば気軽にご連絡ください。

前年度から継続して利用しているお子様も新しい保育室、新しいお友達との生活になります。戸惑いを見せるお

子様もいると思いますが、職員間で連携し、お子様が安心して過ごすことができるようにしていきたいと思います。

その際には、保護者の方とも連絡を取り合いながら、家

庭でもあおぞら園でも安心して過ごすことができるよう

にしていきたいと思います。

新学期に向けて、職員もワクワクしています。お子様

のたくさんの笑顔を引き出せるように、たくさんの「楽

しい」という活動の中で「できた」という達成感を感じ

てもらい、お子様の成長に繋がるよう療育を行っていき

たいと思います。

一年間、よろしくお願いいたします。

（あおぞら園児童発達支援管理責任者兼主任：大向）

　令和 4 年度は 22 名の継続児さんと新入園児さんでスタートします。今

年度もどんな出会いがあるのか、１年後にどんなお子様に会えるのかと

ても楽しみです。お子様の「楽しい！」「できた！」という姿を保護者の

方と一緒に見守っていければと思っております。また、お子様のこと、

ご家族のこと、進路のこと等なんでも構いませんので、何かあればいつ

でもご相談ください。職員一同、毎週笑顔でお待ちしております。

（きらきら児童発達支援管理責任者兼主任：泉川）　　　

暖かい日も増え、春が感じられる季節になり、あおぞら園も来年度の準備を進める時期になりました。あおぞら

園相談支援事業所「そよかぜ」は、今まで中核的存在であった相談支援専門員の法人内異動により、3 月と 4 月に

新しい相談員を迎え、新年度からは 3 名でのスタートとなります。新体制ではありますが、引き続き、迅速丁寧な

相談計画と法人創設者の言葉「涙の二等分」を心に留めながら、お

子様、ご家族に寄り添う支援をおこなっていきたいと考えています。

また、学校園や各事業所をはじめ、関係機関とのよりよい関係づく

りと連携に努めてまいります。

私たち 3 人の今までの仕事のフィールドでの経験を生かして、こ

れからは、それぞれの得意分野は共有し、苦手なことは互いに補い

合いながら、全体のスキルアップにつなげていきます。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。（相談員：小坂田）　

　朗らかな陽気に誘われて、新年度がスタートしました。

　この時期はいつも大忙しですが、今年度も、子どもたちが「自分のことを自分でできる」環境に近づけれるように、

物の配置を子どもの動きに合わせて考えたり、子どもたちがわかりやすい提示方法を考えたりしながら子どもたち

を迎える準備をしました。今年度は環境を 2 か所新しくしました。ひとつは玄関です。玄関はあおぞら園で一番混

み合う場所です。昨年度は消毒マットを使って外靴の消毒をしていましたが、靴箱周辺は外靴で歩く場所と上靴で

歩く場所が入り乱れてしまっていました。今回、子どもたちが座る長椅子で外靴エリアと上靴エリアを分けること

にしました。子どもたちが上手く動けるようにシュミレーションをしながら定着させていきたいと思います。そし

てもう一つ、子どもたちの個人ロッカーを整えました。今までは子どもたちがリュックから出したものを置くかご

がなかったので、リュックに片付けるのが難しい子どもは、エプロンなどをリュックが置いている棚に突っ込んで

いました。今年度からはリュックと自分用のかごを置く場所を作って、登園時にはリュックに入れて持ってきたも

のをかごに入れておいて、降園時に自分でリュックに片付けるようにしました。ちょっとしたことで子どもたちは

自分のことが自分でできるようになり、自分ですることが楽しくなっていくことがよくあります。今回の試みが上

手くいくように微調整しながら子どもたちの日常生活がより快適で楽しくなるようにしていきたいと思います。

まだまだ新型コロナ感染症が心配な時期ですが、しっかりと感染症対策を行いながら、保護者参観や学習会など

も進めていきたいと思います。そして、子どもたちが園でどんな

風に過ごしているのかを見ていただき、どんな療育をしているの

かお知らせできる機会を増やしていきたいと思います。

今年度も、職員一同自己研鑽に努めてまいります。そして、保

護者の方のご意見や思いを取り入れた療育を進め、保護者のみな

さまに安心していただけるよう努めて参ります。今後もみなさま

のご理解ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

あおぞら園のセラピーについて

明石市立あおぞら園、ワクワクな新年度がスタート！！

明石市立きらきら、笑顔で新年度スタート！！

相談支援事業所「そよかぜ」家族に寄り添う支援を目指して

暖かい日も増え、春が感じられる季節になり、あおぞら園も来年度の準備を進める時期になりました。あおぞら

大向主任（中央）とあおぞら園スタッフ＆厨房職員

泉川主任（左）ときらきらスタッフ

新しくなった玄関前にて

吉川公認心理士 小坂田相談員（左）中畑相談員（右）

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。


